
i 序

　
　
　
序

本
書
『
源
氏
物
語
逍
遙
　
村
井
利
彦
著
述
集
』
は
、
故
村
井
利
彦
氏
の
遺
著
で
あ
る
。
昭
和
41
年
か
ら
平
成
21
年
の

40
年
余
の
間
に
書
き
溜
め
ら
れ
た
、
氏
の
論
考
を
中
心
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。

村
井
氏
が
他
界
さ
れ
た
の
は
平
成
25
年
9
月
19
日
。
前
年
、
長
ら
く
奉
職
さ
れ
た
神
戸
山
手
大
学
を
退
職
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
御
自
身
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
、
公
刊
し
よ
う
と
い
う
矢
先
の
不
幸
事
で
あ
っ
た
。
紫
式
部
学
会
編
「
む

ら
さ
き
」
第
九
輯
（
昭
和
46
年
6
月
26
日
発
行
）
か
ら
、
43
年
間
の
永
き
に
亘
り
、
一
度
も
休
む
こ
と
無
く
「
源
氏

物
語
研
究
文
献
目
録
」
を
連
載
さ
れ
、
紫
式
部
学
会
編
の
年
報
と
し
て
の
該
誌
の
声
価
の
堅
持
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。「
む
ら
さ
き
」
誌
第
五
〇
輯
（
平
成
25
年
12
月
1
日
発
行
）
掲
載
分
の
再
校
ゲ
ラ
刷
り
が
出
た
の
が

逝
去
前
日
の
9
月
18
日
で
あ
っ
た
と
の
報
告
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
「
源
氏
物
語
研
究
文
献
目
録
─
平
成
24
年
分
─
」

が
、
氏
の
御
遺
稿
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
源
氏
物
語
研
究
文
献
目
録
」
は
、
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
源
氏
物
語
に
関
す
る
単
行
本
、
分
冊
週
刊
誌
、
雑
誌
特

集
か
ら
雑
誌
・
紀
要
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
細
目
が
漏
ら
さ
れ
ず
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
む
ら
さ
き
」
は
平
成
26
年

12
月
に
第
五
一
輯
が
発
行
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ほ
と
ん
ど
の
「
源
氏
物
語
研
究
文
献
目
録
」
が
氏
の
御
尽
力
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
国
文
学
年
鑑
』
が
平
成
17
年
度
版
を
も
っ
て
休
刊
し
て
か
ら
は
、
多



ii序

く
の
研
究
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
源
氏
物
語
研
究
文
献
資
料
と
な
っ
た
。
ま
た
、
雑
誌
「
む
ら
さ
き
」
の
学

術
的
価
値
を
一
層
高
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
誠
に
感
慨
に
堪
え
な
い
。

「
源
氏
物
語
研
究
文
献
目
録
」
自
体
の
連
載
開
始
は
、
武
蔵
野
書
院
か
ら
の
発
行
の
決
ま
っ
た
「
む
ら
さ
き
」
第

三
輯
（
昭
和
39
年
11
月
30
日
発
行
）
か
ら
で
あ
り
、
初
回
作
成
者
と
し
て
上
坂
信
男
氏
の
お
名
前
が
見
え
る
。
上
坂

氏
は
村
井
氏
の
恩
師
で
あ
り
、
ま
さ
に
五
十
嵐
力
─
岡
一
男
と
連
な
る
早
稲
田
文
学
研
究
の
系
譜
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
村
井
氏
が
40
年
余
に
亘
っ
て
書
き
溜
め
ら
れ
た
論
考
を
掘
り
起
こ
し
て
編
集
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
五
十
嵐
、
岡
、
上
坂
と
連
な
る
早
稲
田
文
学
研
究
の
ひ
と
つ
の
峯
と
し
て
の
、
故
村
井
利
彦
氏
の
著

述
を
集
め
た
本
書
か
ら
、
文
学
研
究
の
姿
勢
、
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
。

永
年
に
亘
る
故
村
井
利
彦
氏
の
学
恩
に
報
い
、
紫
式
部
学
会
の
一
当
事
者
と
し
て
、
謹
ん
で
序
文
を
呈
す
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
26
年
11
月

秋
　
　
山
　
　
　
虔
　

（
紫
式
部
学
会
前
会
長
）　

　
　
　
源
氏
物
語
逍
遙 

村
井
利
彦
著
述
集
　
─
目
　
次
─
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凡
　
例

一
、	本
書
は
、
故
村
井
利
彦
氏
（
以
下
、
お
も
に
氏
と
す
る
）
の
遺
さ
れ
た
論
考
等
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
亡
き

後
の
論
考
の
点
検
に
は
困
難
を
伴
っ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
極
力
発
表
当
時
の
形
を
尊
重
し
つ
つ
、
正
確
を
期
し
た
。

一
、	可
能
な
限
り
、
氏
の
著
述
を
集
め
た
が
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
以
外
の
論
考
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
読
者
の
ご
教

示
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。

一
、	氏
は
、
四
十
三
年
の
永
き
に
亘
り
、
雑
誌
「
む
ら
さ
き
」
に
、
献
身
的
に
〝
源
氏
物
語
研
究
文
献
目
録
〟
を
連
載
し
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
学
恩
に
報
い
る
た
め
、
紫
式
部
学
会
が
編
集
協
力
に
携
わ
っ
た
。

一
、	論
考
は
、『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
も
の
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
は
永
年
に
亘
り
書
き
た
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、『
源
氏
物
語
』
に
限
ら
ず
底
本
や
出
典
が
確
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
あ
た
う
限
り
調
査

し
た
結
果
、
不
明
な
も
の
は
初
出
論
文
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、	漢
字
は
現
在
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
引
用
文
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
固
有
名
詞
等
に
は
正
字
体

を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

一
、	敬
称
は
、
す
べ
て
初
出
論
考
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、	本
書
が
、
国
文
学
研
究
者
故
村
井
利
彦
氏
の
約
五
十
年
に
亘
る
研
究
成
果
の
一
端
と
し
て
、
永
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。

紫
式
部
学
会
　

武
蔵
野
書
院
編
集
部
　




